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第 5回 地球にやさしい？農業機械の改造 
坂田 正三 
2020年 2月 
（2,160字） 
＊写真は文末に掲載しています 
2010 年代半ばに登場した環境分野の新たなバズワードに、「サーキュラー・エコノミー」
（circular economy）というものがある。大量生産・大量消費型経済から循環型の経済へ転
換していこうという取り組みを推進するため、ヨーロッパ各国の政府や企業が最近よく使
っている言葉である。日本も 2000年代前半から「3R」（リユース・リデュース・リサイク
ル）といった言葉を国際的に流通させようとがんばっているが、3Rより幅広い範囲の経済
活動もサーキュラー・エコノミーの範疇に含まれているようである。例えば経済協力開発機
構（OECD）の文献では、工業生産における原材料や CO2の削減、今流行りのシェアリン
グ・ビジネス（シェアバイクや配車サービスなど）も推奨されている（OECD 2018）。
今回は、ベトナムの改造農業機械の普及は農業生産性を上げるだけでなく、サーキュラ
ー・エコノミー形成という観点からも評価されてよいのではないか、という話をしたい。 
まず、改造が施される農業機械のほぼすべては中古の機械の再利用であるという点はポ
イントが高い。しかも数十年も前に生産され、日本の農村で使われずに眠っていた機械も多
い。機械生産と廃棄がもたらす環境負荷が減らされるわけである。一方、中古機械が改造さ
れることで多くの農家が安価に機械を入手できるようになったため、牛が鋤を牽いていた
時代に比べれば、ディーゼル燃料の消費は増えており、これは環境にマイナスである。しか
も中古の改造品は新品に比べれば燃費は悪い。また、修理・改造時に排出されるエンジンオ
イルなどが水路に垂れ流される点もマイナスである。
とはいえ、筆者が強調したいのは、ベトナムのもったいない精神というか使い倒し文化が、
サーキュラー・エコノミーの形成に大きく貢献しているという点である。ベトナムでは、日
本に比べて農業機械の年間の使用時間が圧倒的に長い。つまり、農家は機械を使い倒す。こ
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れは、農家が一家に一台トラクターやコンバインを所有しているわけではなく、所有してい
る農家が水田の耕起や稲刈りを請け負うためである。耕起や稲刈りシーズンにできるだけ
多くの客から作業を請け負うべく、農業機械は使い倒され、そして短いサイクルで買い換え
られる。例えば、筆者がアンザン省で行った 2018 年の調査では、一台のコンバインは年間
平均 330 ヘクタール、最大 750 ヘクタールもの水田で稲を刈り、3 年〜5 年で買い換えられ
ることがわかった。ほとんどの農家が自前のトラクターやコンバインを持ち平均 2 ヘクタ 
ール強の水田で農業を営んでいる日本とは、コンバインの作業環境は大きく異なる。 
買い替えサイクルが短いことは、環境的によくないのは確かである。しかし、役目を終え
た農業機械はすぐに廃棄されるわけではなく、そのほとんどは修理され中古として売られ
たり、解体され部品のストックとして改造屋に保管されたりする（写真 1）。さらに、本連
載第２回で紹介したような籾運搬車をはじめとする別の機械に改造されたりもする。中古
部品の用途はわれわれの想像以上に幅広い（写真 2）。そして鉄製の部品は、最後には鉄ス
クラップとして溶融され、全く別の製品の原材料に姿を変える。本来の機械の役割を終えた
後も、徹底的に使い倒されるのである。
とはいえ、どれだけ徹底的に使い倒しても、コンバインのクローラーやトラクターのタイ
ヤなど、原材料リサイクルにも使えない部品はどうしても残ってしまう。実際、メコンデル
タ地域の農村のそこかしこに、使い古しのクローラーが積み上がっている（写真 3、4）。修
理や改造を重ねて農業機械を徹底的に使い倒すことで、ベトナム農村流サーキュラー・エコ
ノミーが形成され、その規模を拡大している一方で、廃棄物を適正に処分するキャパシティ
がないことが、大きな課題となっている。■
写真の出典 
 すべて筆者撮影。
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写真 1 廃車コンバインから解体した部品のストック（アンザン省ロンスエン市、2018年 8月）。 
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写真 2 運河から水田に水を引く灌漑ポンプ。耕耘機のエンジンが使われている 
（アンザン省トアイソン県、2017年 8月）。 
 
 
 
写真 3 使用済みクローラー。コンバインの作業時間が長いためクローラーの消耗も激しく、 
頻繁に交換される（ロンアン省タイアン市、2017年 8月）。 
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写真 4 クローラーの再利用（アンザン省トアイソン県、2018年 8月）。 
 
